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くらレの学習会活動記録
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くらレの学習会主怠活動の記録

女ジャコウアゲハの絵葉書8枚組作成 (2005.6)

販売場所:丸三本庄・支庖 (1部 350円)

-束混*投所

・束温市中央公民館

-重信郵便局

・フジゆるぎの郵イ吏局

・伊予銀行横河原支庖

・いわがら児童館

，・かすみの森の公衆トイレ

・コープえひめの東地区

のトラック4合に展示

(チラシを付けて)

女パネル展(写真)
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・残したい東温市の自然展 (2008.7.26)

ミニ講演会 野鳥の勉強会 (2006.6.7)

東温市の野鳥・動物スライド映写会

(2007.3.20) 
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-蝶のくる庭(庭で楽しむジャコウアゲノ、)写真展

~会員の自宅周辺に飛んでくるジャコウアゲハを 1年間観察し撮りためた写真をまとめたもの~

東温市中央公民館 (2011.3.11"-'31) 川内公民館 (2011.4.12"-'23)

中央図書館 (2011.7.21"-'8.15) 
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世女出会い塾

アリ・マフィさんの家族(ご夫婦と子ども 2人)(2005.12.23) -イラン人
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セパスチャンさん (2006.3.22)



-マダガスカル人 パムさん

(2007.2.22) 

-インドネシア人 大田リリスさん

(2009. 6. 10) 

*東温市・行政機関との関わり
=・・

-東温市満 1歳 9月議会傍聴 (2005.9.21)

・東温市議会傍聴(インターネットによる) (2006.3.14) 

・東温市議会傍聴 (2005.12.13) (2007.3.13) (2011.9) (2012.6) (2012.9) 

・高須賀市長との懇談会 (2006.6.27)

-出前講座~ごみ行政'"'-'(2007.11.28) 

・東温市行政座談会 (2009.11.6)

・国交省松山河川国道事務所重信川出張所訪問 (2011.7.13)

・出前講座~介護保険'"'-'(2012.5.29) 

貴文化・歴史・美術館を訪ねて

-愛媛県紙産業研究センタ一、紙の町資料館見学 (2005.9.3)

・岡本太郎の「明日の神話」に対面 (2006.3.25)

・坂の上の雲ミュージアム見学 (2007.6.12)

-伊丹十三記念館へ (2007.12.17)

Lヲ

・西予市宇和町卯之町先哲記念館、民具館、開明学校 (2012.7)
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-与勇輝人形芸術の世界展 (2008.1.29)

-白形毅史水彩画展

(2008.1.29) (2009.2.28) 

・久万青銅の回廊 (2008.4.9)
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-南日本自然史博物館を訪ねて (2008.10.22)

-椿桜俳句の里を訪ねて (2009.4.17)

~西法寺・ー草庵・庚申庵・ロシア人墓地・足立重信翁墓地~

庚申庵

足立重信翁の墓

後方ロシア人墓地
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ー草庵

の墓

人墓地

-西条市愛媛民芸館と西条郷土博物館(2010.3.2)

-愛媛大学ミュージアム見学 (2010.6.9)

-久万町シオンの家(グループホーム)

上黒岩遺跡考古館 (2011.5.17)

-新居浜広瀬歴史記念館(2010.7.14)

-三津の町並み

散策 (2011.12.3)
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女自然探訪

・今治蛇越池湿地のサギ草をみる (2005.9.3)

-今治市民の森フラワーパーク (2006.7.11)

-内子町・五十崎堂ヶ谷トンボの里 (2007.9.18)

-土佐と伊予のしだれ桜巡り (2008.4.9)



-久万高原町甲斐工房訪問 (2008.11.12) (2011.5.1) 

-松山市中島を訪ねて

(2009.9.3) 

~みかんと太陽と

トライアスロンの島~

3つの小学校が
合併した中島小学校
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・・・・-多自然川づくり研修会参加 (2010.8.31)

;!?!!!!jj 

-今治・小島の遺跡めぐりと島民との対話 (2011.10.12) づ
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-井内の棚田と赤蕎麦畑 (2012.9.26)

貴くらしの学習会綾支部 ~綾町の四季~

春

裏の小径
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くらレの学習会会報 f持戸端だよυjもくυー覧

第 51号 (2005年9月27日発行)

ジャコウアゲハの絵ハガキ

(8枚組)を作りました (S. K) 

ジャコウアゲハ重信JI1堤の生育地につ

いて (K'K) 

9月例会 (A'M) 

~今治蛇越池湿地のサギ草をみる

愛媛県紙産業研究センター見学

紙の町資料館見学~

続・育児観察日記その 1 rそれは私で
すJ(T'S) 

東温市満 l歳 (S. K) 

人類の行く末に警鐘を鳴らした女性達

を思う (S• M) 

雑感 (K. 0) 

ー 9月雑感 (R• D) 

ベットフードから考えたこと (E. K) 

行ってみた中国 (T• K) 

読者からのたより 今後の予定

編集後記 (S. K) 

第 52号 (2005年 12月27日発行)

10.11月例会報告 (T'K) 

12月例会報告(出会い塾イランの話)

(T' K) 

留学生の話を聞いて (N'K) 

大気中の二酸化窒素の測定結果報告

(A' M) 

地球環境を守るためのエネルギーに関

する市民アンケートのお願い

市議会報告・他 (S. K) 

新聞切り抜き(給食センタ一統合)

新聞切り抜き(牛沸jミュージアム再建)

今年の終わりに (R. D) 

雑感 (K'0) 

10 

県内外国人登録者数

(県国際交流センター資料)

. お知らせ・編集後記 (T' H) 

第 53号 (2006年 3月27日発行)

1月例会(総会)報告 (S. K) 

2月例会報告 (S• K) 

3月例会報告

~出会い塾一①ポーランド人 (R' D) 

出会い塾ー②簡単ポーランド講座~

(T • H) 

愛媛新聞より

~生物の宝庫東混・三ヶ村泉~

ポーランドのお話・午後の部 (A'M) 

歌集心の叫び (S' K) 

愛媛新聞 ~市議会~ (S . K) 

愛媛新聞 ~明日の神話と対面~(A'M) 

愛媛新聞より~黒舟としての岡本太郎

読者からのたより

愛媛新聞より~坊っちゃん劇場~

編集後記 (5. K) 

第 54号 (2006年6月30日発行)

. 4月例会報告 (S' K) 

5月例会報告 (5. K) 

ミニ講演会~野鳥の勉強会~ (K' K) 

6月例会報告

市長との懇談会一① (5' K) 

市長との懇談会一② (R. D) 

高須賀市長との面談での質問

(ゴミに関して)-③ (A'M) 

愛媛新聞掲載文

~プラ容器包装ごみ松山市の処理

最低評価~

ミュージカノレ「坊っちゃん」を観劇し



~、-

¥'M) 

こ郎

i劇し

て (A'M) 

雑感 (K'0) 

・愛媛新聞掲載文

~つながったピース『明日の神話』

修復完了上・中・下~

・ 愛媛新聞掲載文

~東温「となり町戦争」ロケ~

. 愛媛新聞掲載文

~需要のびるヤシ油

熱帯林破壊の一因に~

. お知らせ

第 55号 (2006年9月27日発行)

7月例会報告 (A'M) 

~今治例会 市民の森フラワーパーク

55番札所南光坊、

ポヌール・プッソールで昼食~

• 9月例会報告~防災アイデア"'-'(E' K) 

行ってみたドイツ・ポーランド・チェコ

(T' H) 

・ プラ容器包装ゴミ品質のその後 (A'M) 

. 愛媛・朝日新聞切り抜き

寄り道の楽しみ (R'D) 

- 雑感 (K'0) 

10月例会予定編集後記 (E. K) 

第56号 (2006年 12月27日発行)

10月・ 11月例会報告 (T'H) 

12月例会報告 (T'H) 

~新築した会員の家を訪ねて~

くらしの学習会規約

文化協会って(文化祭に思うこと)

(S • K) 

市議会(新聞切り抜き)

新聞切り抜き(芸術・芸能活動相次ぐ)

. 新聞切り抜き(プラごみ分別)

阿部司講演会に参加して (E. K) 

. 水辺を歩く (A'M) 

・雑感 (K'0) 

お知らせ・編集後記 (T'H) 
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第 57号 (2007年3月22日発行)

総会・ 2月・ 3月例会報告 (T'H) 

2006年度会計報告

さよなら パムさん(マダガスカル)

(M' T) 

・ 東温市の野鳥・動物スライド映写会

(T • H) 

議会だより (S• K) 

因った道 (Sa'K) 

ニュ}ジ}ランド・オーストラリア観光雑

感

・ モコの生命力 (R. D) 

同級生 (S'K) 

雑感 (K・0)

お知らせ・編集後記 (T. H) 

第 58号 (2007年6月25日発行)

4月例会報告酒だるへ (S. K) 

5月例会報告 (S・K)

・ 6月例会報告 (S. K) 

~坂の上の雲ミュージアム見学

ジャコウアゲハのその後 (K'K) 

雑感 (K・0)

愛媛新聞より「坂の上の雲J関連

地球温暖化は一人一人で (Sa • K) 

酒だる村と共に生きて (S• M) 

「映画Jとなり町戦争 (S• K) 

. 進化する東温市図書館 (A'K) 

働きたい気持ち (M・T)

- 汚泥が消える (M・T)

ある教え子の帰国に思う (T. H) 

. 愛媛新聞より~東温市議会~

食に関して思う事 (A'M) 

九死に一生を得る (R• D) 

うちの子の運動神経がいし、!? (S' T) 

伊丹十三記念館へ行ってきました (E'K) 

家庭教育って(藤原喜久利)

お知らせ・編集後記 (S• K) 

第 59号 (2007年 10月2日発行)



• 9月例会報告 (A'M) 

~内子町五十崎堂ヶ谷トンボの里へ

手漉き和紙工場~

行ってみたアメリカメイン州・カナダ

(T' H) 

「マイ箸持参J考 (A'M) 

ジャコワアゲハの舞う庭に (S• K) 

ボランティア (M・T)

ストレスは怖い (Sa'K) 

. 雑感 (K'0) 

学問とは氷のような物なり

(藤原喜久利)

中国児童教育援助協会資料

編集後記 (E. K) 

第 60号 (2007年 12月22日発行)

10月例会報告

11月例会報告 (A'M) 

~出前講座「ごみ行政についてJ"-'

. 愛媛新聞記事~バイオマス活用~

・ 愛媛新聞記事~市議会~

ジャコウアゲハ冬眠中 (S. K) 

12月例会報告 (M'T) 

~伊丹十三記念館~

ジャコウアゲハ絵はがき 会計報告

子ども達に伝えたい事(管未帆)

・ 愛媛新聞より

~パングラデ、ンュ・サイクロン直撃~

. 新潟県中越沖地震に係わる医療支援に

行ってきました (M' 0) 

フィリピン・セブ島へ同級生の旅 (S• K) 

老人医療費 (Sa'K) 

雑感 (K'0) 

お知らせ・編集後記 (T• H) 

第 61号 (2008年3月26日発行)

1月例会(総会・新年会)報告 (S. K) 

・ 2月例会報告 (A' M) 

~与勇輝人形芸術の世界展

白形毅史水彩画展~

12 

• 3月例会報告 (S. M) 
"-'0さん宅の家庭菜園とお雛様をみて

手抜き料理反省 (Sa'K) 

完熟「一期座J(M' T) 

ジャコウアゲハ羽化も近い (S. K) 

東京~さまざまな出会い~

行ってみたベトナム ハノイ (T. H) 

雑感 (K'0) 

愛媛新聞より 東温市議会ほか

. お知らせ

第 62号 (2008年6月28日発行)

4月例会報告 (A'M) 

~土佐と伊予のしだれ桜巡り

久万青銅の回廊~

・ 愛媛新聞「玉糸桜」関連記事

愛媛新聞「東温ブランドJ関連記事

5月例会報告は・ 0)

• 6月例会報告 (T. H) 
ジャコウアゲハ (S. K) 

労働者派遣法について (M'T) 

老人医療費の今昔 (Sa'K)

・雑感 (K'0) 

・ お知らせ・編集後記 (T'H) 

第 63号 (2008年9月29日発行)

「残したい東温市の自然展J開催報告

(A' M) 

f残したい東温市の自然展J来場者の声

• 9月例会報告 (M'T) 

~香川県立東山魁夷瀬戸内美術館へ

カサ・デル・マールで昼食~

日本語教育学世界大会2008に参加して t 

(T . H) 

人生精一杯 (Sa'K) 

ことしもジャコウアゲハが (S• K) 

. 雑感 (K'0) 

お知らせ・編集後記 (T'H) 

筆宣全号 (2008年 12月22日発行)



.て

[) 

10月例会報告 (A'M) 

'""-'f南日本自然史博物館j を訪ねて~

. 愛媛新聞吉田初三郎関連記事

11例会報告

~久万高原町 甲斐工房訪問~

12月例会報告忘年会 (T. H) 

政府(行政)を選ぶ権利と義務 (S• M) 

なぜ増える罪人 (Sa • K) 

年の瀬に (M'T) 

日本語ボランティア講座に参加して

~インドネシア大田リリスさん

倉敷・くらしき・クラシキ・ KURA

S H I K I (A' M) 
キジバトの巣立ち (S• K) 

さっき展 (Sa'K) 

楽しいIf わくわく*ドキドキ (R• D) 

~高知アンパンマンミュージアム~

雑感 (K'0) 

お知らせ・編集後記 (T• H) 

(M' T) 第 67号 (2009年 9月28日発行)

雑感 (K'0) ・ 7月例会報告~お弁当持参'""-'(S . K) 

普段着の運動会 (T. S) ・ 9月例会報告 (M'T) 

甲斐工房レストランに行ってみて(T.H) '"中島を訪ねて・中島小学校~

事

神戸ルミナリエ (R• D) 

・ お知らせ・編集後記 (T• H) 

第 65号 (2009年 3月 25日発行)

1月例会(総会・新年会)報告 (T'H) 

• 2月例会報告 (A'M) 
~七折れ梅まつり・白形毅史水彩画展・

子規特別講座聴講~

3月例会報告 (K・0)

~観椿会・西法寺~

春に (K'K) 

~イタリア世界遺産の旅 9日間~

量報告 ・老々介護 (Sa'K)

シネコンデビューしました (A'M) 

;者の声 ・雑感 (K'0 

・ 愛媛新聞掲載文

官へ | ・ お知らせ

加して 第 66号 (2009年 6月 22日発行)

4月例会報告 (M・T)

~椿桜俳句の里を訪ねて 西法寺・庚

<) 申庵・一草庵・ロシア人墓地・足立

重信翁墓地~

5月例会報告 (A'M) 

~高翠荘パラ展・院展~

• 6月例会報告 出会い塾 (M・T)
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くすのきで風を感じる (R• y) 

グリーンカーテン (Sa'K) 

- 夏の関西ぶらり旅 (A' M) 

もう一度行ってみたソウル (T. H) 

. 雑感 (K'0) 

愛媛新聞より~東温市議会~

お知らせ編集後記 (S• K) 

第 68号 (2009年 12月 21日発行)

10月例会報告 (T. H) 

11月例会報告 (T'H) 

~市行政座談会~

12月例会'""-'f彩jで食事'"'-'(T • H) 

. 生と死 (Sa• H) 

・老後支度?(A' M) 

二度目のお産 (T'S) 

絵本で出会った人々 (M'T) 

A先生と同級生 (S. K) 

京都御所特別公開 (R. D) 

雑感 (K・0)

福見山(俵飛山福見寺)(S' M) 
お知らせ・編集後記 (T• H) 

第 69号 (2010年 3月26日発行)

1月総会報告

~ヒラさんに再会.........(T . H) 



2月例会報告

-----sさん宅訪問--(A' M) 
3月例会報告 (M・T)

~西条市愛媛民芸館と西条郷土博物館

. 子どもが真ん中の幼稚園 (T・S)

温かいふれ合い (Sa'K) 

雑感 (K'0) 

愛媛新聞掲載文

お知らせ

第 70号 (2010年6月22日発行)

4月例会報告

~栴檀で食事会'"'-' (A . M) 

5月例会報告 (T'H) 

6月例会報告 (M'T) 

~愛媛大学ミュージアムの見学~

愛媛新聞~東温市汚職職員懲戒免職~

. 弟の涙 (Sa'K) 

・ 石鎚山 (S・M)

• 34年ぶりに九州へ (A'M) 
. 入野松原とウミガメ (S• K) 

雑感 (K'0) 

ごみ出前講座より (T'H) 

お知らせ・編集後記 (T'H) 

第 71号 (2010年9月24日発行)

7月例会報告 (M'T) 

~新居浜広瀬歴史記念館~

ジャコウアゲハの保護をアピール(K'K) 

「多自然川づくり研修会Jに参加して

(A' M) 

9月例会報告 (T'H) 

例会直後のメールより (M・T)(T'S) 

ジャコウアゲハ2010(S • K) 

離乳期の食べ方あれこれ (T'S)‘ 

安楽死 (Sa'K) 

・雑感 (K'0) 

お知らせ編集後記 (S• K) 

第 72号 (2010年 12月21日発行)

14 

10・11・12月例会報告は.K) 

~蝶のくる庭写真展に向けて打合せ

古文書入門講座 (R・D)

愛媛新聞切り抜き

~相次ぐ職員の不祥事東温市~

今年のもみじはよい紅葉 (A'M) 
. 松山市民劇場 (S• K) 

一人旅 (Sa'K) 

韓国へ (M・T)

2010年ウォーキング元年 (A'M)
. 雑感 from綾 (K'0)・

・ お知らせ・編集後記 (T'H) 

第 73号 (2011年3月31日発行)

1月・ 2月・ 3月例会報告 (A'M) 

~蝶のくる庭写真展に向けての実務~

くらしの学習会会計報告蝶のくる庭

ミニパネル展 (S• K) 

~中央公民館にて~

自分の今後を考えた (M'T) 

・ 東北関東大震災に思う (T'H) 

命 (Sa'K) 

・ みかん農家の苦労 (S. K) 

. 九州の美術館へ (A'M) 

自然の厳しさと共生 (S• M) 

. 雑感 (K・0)

愛媛新聞掲載

""'-'C02減益で食育推進

. お知らせ

第74号 (2011年 6月22日発行)

4月例会報告

~中村秋紀氏をお迎えして'"'-' (S' K) 

中村さんを囲んで (K'K) 

ジャコウアゲハ2011・春 (S• K) 

5月例会報告 (A'M) 

~シオンの家・こもれびで昼食・

上黒岩遺跡考古館~

蝶の来る庭 ミニパネル展その後

川内公民館展示 (A'M) 



る庭

官
比

〉後

愛媛新聞切り抜き~東温・三か村泉~

6月例会報告 (A.M) 

~自然観察会に参加 ~ 
重信川・三ヶ村泉へ

リブオーム (R・D)

おからでショコラケーキ (M'T) 

賞味期限 (Sa'K) 

雑感 (K'0) 

- 春の同居虫 (T・S)

パネル展 in川内来場者の声

お知らせ・編集後記 (T'H) 

第 75号 (2011年9月28日発行)

7月例会報告 (S. K) 

~国交省松山河川国道事務所重信川出

張所訪問~

7...-..-8月の活動 (S. K) 

'""-'r蝶のくる庭 jパネル展~
9月例会報告 (A' M) 

~震災がれきについて意見交換~

早朝サイクリング (8• K) 

~かすみの森公園へ~

市議会を傍聴して (S• M) 

震災地ボランティア (S• K) 

~農業ハウスの泥の除去~

・ 行ってみたアメリカ西海岸 (T'H) 

睡眠 (M'T) 

幸ですか (Sa'K) 

雑感 (K・0)

愛媛新聞掲載室戸は「大地の公園J

お知らせ

第 76号 (2011年 12月 22日発行)

10月例会報告 (S・M)

~今治・小島の遺跡めぐりと島民対話

11月例会報告 (T'H) 

12月例会報告 (A'M) 

~三津の町並みぶらり歩き・鯛や~

. 愛媛新聞より~東温市議長辞任へ~

息吹 (S• K) 

- 往復書簡

近頃思うこと (Sa'K) 

震災を詠む(道満光子)

日本語教師になる (M'T 

味噌づくりと理系のワタシ (T• S) 

雑感 (K・0)

お知らせ・編集後記 (T'H) 

第 77号 (2012年 3月29日発行)

1月例会報告・会計報告 (S. K) 

2月例会報告 (A'M) 

'""-'r東温市の自然j講演会~
介護保険料値上げなぜ (Sa'K) 

骨折奮闘記+ちょこつと博多行き(車

椅子編)(T' H) 

坂村真民記念館オープンに寄せて想う

こと (S• M) 

東日本大震災から 1年 (S• K) 

「雑感」にかえて'""-'e-mailより~

(K・0)(S . K) 

新聞記事「高齢者の手首骨折増加Jの

紹介 (A'M) 

「塩麹Jブーム?? ? (A' M) 

編集後記愛媛新聞掲載お知らせ

(S . K) 

第 78号 (2012年6月25日発行)

4月例会報告 (T・H)

介護保険出前講座 (S. K) 

「出前講座介護保険について」に

参加して (A'M) 

出前講座を受けて (Sa'K) 

• 6月例会報告 (A'M) 

市議会を傍聴しました (S• K) 

ブアースト タイム (Sa'K) 

ジャコウアゲハ2012ー① (S'K) 

愛媛新聞切り抜き

~松山の施設博物館・楠さん~

ムカデに刺されたら (K'y) 

見えないものが見える (T. S) 
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- 雑感 (K'0) 

・ お知らせ・編集後記 (T.H) 

第四号 (2012年9月 26日発行)

9月例会報告 (A'M) 

~西予市宇和町先哲記念館・民具館・

開明学校~

ジャコウアゲハ 2012-② (S. K) 

市議会を傍聴 (S• K) 

行ってみた敦埠

(ハノレビンでの仕事を経て)(T' H) 

ノミートナーが変わりました (Sa' K) 

真実は何かを知りたい (M・T)

雑感 (K・0)

愛媛新聞より

~宮崎・綾地域エコパークに~

お知らせ編集後記 (S. K) 

第 80号 (2012年 12月 14日発行)

ぐら Lの学彦会20/lu:tp
・ くらしの学習会主な活動記録

(2005. 9'""2012. 12) 

ジャコウアゲハの絵葉書8枚組作成

パネル展(写真)

出会い塾

東温市・行政機関との関わり

文化・歴史・美術館を訪ねて

くらしの学習会綾支部

会報『井戸端だより』もくじ一覧

51号'""80号

『井戸端だより 80号』・・・ 20年の

あゆみを振り返って(林智子)

くらしの学習会との思い出 (S. M) 

私のとっての学習会 (K'K) 

『井戸端だより 80号』によせて-(A'M) 

20年を振り返って (Sa'K)

専業主婦となり地域社会と

かかわった 20年 (S・K)

井戸'JIf~J: tJ 80手

10月 11月 12月例会報告

16 

• r井内の棚田j の風景を求めて (A'M) 
この頃の自然な暮らし初体験 (T・S)

~だし醤油・梅干し・味噌づくり~

・父に会いたい (M・T)

・イノシシと知恵比べ~中島より"-'(K' Y) 

.雑感 (K'0) 

・愛媛新聞より

最近の活動あれこれ(丸井美恵子)

.編集後記 (S• K) 

広が島経台、
Merryx.m'ω 



• M) 

I '"'-' 

K'Y) 

〈らしの学習告

20 年(J)歩みピ共I~

三Jh

A晶i



『持戸舗だよυ80号』・--20隼の歩みを振υ返コτ

50号記念号を出して早や8年、くらしの学習会が発足して満20歳を迎えました。

50号の時にも書きましたが、この会は、その当時人気の浄水器が重信の飲料水にも本

当に必要なのかが井戸端会議の話題になったことがきっかけで、水について学び始め

たことに端を発します。その時の主婦仲間 4人で 1993年 1月に立ち上げました。

まず「水jから始まったわけですが、会として特定のテーマを決めず、会員のその

時々で気になること、調べたいこと、やってみたいこと、行ってみたいところ、聞い

てみたいことなど、皆で相談しながら決め、歩んできました。決して力むことなく、

会員が年齢を重ねると共に、くらしの学習会も 1年ずつ年を重ね、 20年歩み続けてき

ました。その問、特にすごいことをやったわけではありませんが、一度も途切れるこ

となく年4回の『井戸端だより』を発行し続けてきたことは誇れるのではないでしょ

うか。

『井戸端だより』を見ると、その時々の政治、経済、社会問題がわかります。市民

の思いがわかります。個々の会員の状況もわかります。そして、それらの一つ一つが

過去にとどまらず、現在につながり、そして未来に示唆を与えているように思います。

そんな思いを胸に、 51号から 80号までの歩みを振り返ってみたいと思います。

50号以降はジャコウアゲ、ハ関連の記事が目に付きます。ジャコウアゲ、ハの絵ハガキ

を作成し (50号記念号とともに会員には配付しましたが)、自然再生を謡って広く売

り出しました。この方面の活動では、 2008年7月 (63号記事、以下号省略)、三ケ村

泉の絵ハガキでもお世話になった白形さん、東温市の鳥や動物の写真を撮っていらっ

しゃる奥川さんと一緒に、中央公民館ロビーで『残したい東温市の自然展』を開催し

ました。 2011年 3月には「蝶の来る庭+自然再生」をテーマに会単独で、町民会館ロビ

ーを借りて、 1か月間ミニパネル展を開催、 (73) さらにこのパネル展をパッケージ

にしてその後川内公民館、重信図書館で開催しました (74・75)。重信図書館では子

供コーナーの展示だ、ったので、多くの子供達にも見てもらえたのではないかと思いま

す。偶然ノミネル展を見てくださった元緑化センターの所長には、後に講師をお願いし、

お話しをうかがう機会を持ちました (74)。その後、 77・79号では短歌を提供してい

ただき、表紙を飾らせていただいています。

2005年 51号発行の 1年前、旧重信町・川内町が合併して東温市となりました。就

任 1年の東温市長との懇談会も持ちました (54)。予め提出しておいた質問に丁寧に

答えていただきました。ここで問題になったプラスチック製容器包装ごみ品質調査で

D判定を受けた東温市のプラごみ:ですが、その後改善されA判定を受けました (56)。

ちなみに東温市長は先日、無風選挙の結果三期目がスタートしました。

市議会報告も折あるごとに記事にしています。これは、もともとある賛助会員から

の要望で始めたことです。この会員は毎回会報についての感想を葉書に書いて送って

くれましたが、一昨年の暮れ、闘病の末、亡くなりました。今は彼の奥さんが、活動

会員になり、私たちによい刺激を与えてくれています。紳をつくづく感じます。議会
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議会

報告を通じて、これからも市民目線で市議会の活動に関心を持ち続けていきたいもの

です。

市の担当者に直接話が聞ける出前講座も会独自で開いたり(ゴミ行政60他)、他団

体のものに参加させてもらったり(ごみ70)しています。会員の高齢化に伴い、介護

保険料が問題になりました。なぜ、東温市は高いのか。その理由を知るために、出前

講座を申し込み、出前ならず市役所の会議室で、 3名の役所担当者から話を聞くこと

ができました (78)。介後の問題は、誰にでもいつかはやってくる問題です。今ある

問題が、今後さらに顕在化し我々の生活を直撃するのか、今から注視したいと思いま

す。

うちの古いワンボックスカーが遠出にはいつも活躍してくれました。愛媛県内外へ

の見学ツアーです。

四国中央市の愛媛県紙産業研究センタ一見学 (51)。このセンターは2009年から愛

媛大学農学部研究科修士課程紙産業特別コースの拠点となっています。坂の上の雲ミ

ュージアム・愚陀仏庵 (58)内子 ・五十崎トンボの里 (59)伊丹十三記念館 (60)土

佐・伊予しだれ桜巡り (62)久万高原町甲斐工房 (64)砥部七折れ梅まつり (65)観

椿会・西法寺薄墨桜 ・庚申庵・一草庵・ロシア人墓地 (66)西条市のお雛様 (69)愛

大ミューズ、 (70)新居浜広瀬歴史記念館 (71)、久万高原町シオンの家 (74)。中島へ

のツアー (67)、小島の要塞遺跡巡り (76)には特に強い印象を持ちました。西予市

卯の町 (79)へは次はぜひもっと多くの会員と共に松屋旅館でのお食事とセットで行

ってみたいと思っています。今年9月に手放すつもりだった我が家の8人乗りワンボ

ックスカーですが あと 1年車検まで維持することにしましたので、多くの会員をの

せて愛媛県内外を走り回ってもらおうと思っています。三津の渡しゃ鯛やでの食事

(76)、ごく最近行った東温市井内など我々の身近な風景 ・食が、最近本当に貴重だ

と思えるようになりました。愛媛再発見の旅です。また折々紹介していこうと患って

います。

出会い塾では、私の教え子が何人も登場しています。イラン人留学生 (52)、ポー

ランド入学生(53)、ここではポーランド語講座もありました。「ダイジョウブ」がポ

ーランド語では rkissmeJの意味だ、ったのには驚きました。このポーランド人の元

留学生にはその 1年半後ベルリンで、学会があった時、ワルシャワまで出向き再会を果

たしました (55)。つい先日メールでやりとりしましたが、今は歯科医で、大学の先

生です。マダガスカルの留学生 (57)は2回目の登場。彼は内戦の国には帰らず、今

も京都にいると思います。66号の出会い塾は東温市在住のインドネシア人の主婦でし

た。別の会で知り合った方で、大変魅力的な女性でした。日本人との結婚に至るまで、

そして結婚してからのお姑さんとのお話しは感動的でした。しばらく出会い塾は開い

ていませんが、また機会を作りたいと思っています。

2年前に宮崎に引っ越してしまった活動会員がいます。引っ越した直後は、ぽっか
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り穴が開いたようで本当に寂しくて仕方がありませんでしたが、今はこの会が全国に

広がっていったのだと実感します。くらしの学習会綾支部誕生です。インターネット

時代ですから、すぐ連絡がとれます。以前より彼女との粋が深まったような気がして

います。『井戸端だより』では欠かすことのできない存在、ご存知「雑感」の筆者で

すが、この雑感には熱烈な愛読者が数多くいます。本当にありがたいことです。

2011年 3月 11日の東日本大震災は、私たちにとっても大きな出来事でした。何が

幸せか、どう生きるべきかなど考えさせられました。また、原発事故は私たちの原点

を見つめ直す機会になりました。くらしの学習会の開設メンバーはもともと原発学習

会のメンバーが主ですから。原発の問題は、最終処理の問題と切り離すことはできな

いと思います。進むも引き返すも問題です。しかし、進めばさらに多くの問題を重ね

て行くことは確かです。どこが政権を握ろうが結論は明らかだと思います。

会の 20年を振り返り、私自身還暦を迎えた今、新たな一歩を歩み始めたいと，思っ

ています。自分自身、 2年前には膝半月板損傷、今年初めには足首骨折と足の負傷が

続きました。全く情けないです。だれでも年は確実にとっていくものですから、周り

の人の助けも必要となってくるのは必然でしょうが、いくつになっても、自らも周り

の人のために何かできる存在でありたいと思います。『井戸端だより』が読者の心に

少しでも響くものなら、それに深く携わって、これからも挑戦的に発行し続けたいと

思います。それを支えるのがくらしの学習会の活動ですね。今後ともよろしくお願い

します。

林智子
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くらいの学習会ιの患い出

|に 20年前のある日、 5人の女性が酒だる村に訪ねて来られました。私は薪ストーブの

ト | 上で焼き芋をして、匂いがして来たので、アッチチと焼き加減を見ていました。

〆て | トイレットペーパーを見せて「これ何ですか」と間われるので、何でそんなこと開

トで | くのかと思いながら、単純に「トイレットペーパー」と答えました。「これは再生紙

を使っているんですJとのことでした。ドイツではすでに普及しているとか。そして

3が | 話している中に、私とはレベルの違う環境への思いを感じました。都会の人は遊びに

乱長 来てゴミを置いて行くけど、それを片づけてきれいにするのは里山に住む者じゃない

全習 i か、環境環境と言っても実行が伴わなければだめと思っていました。しかし、彼女ら

tた ) は明らかに違いました。議員になって間もない私は、彼女達の話に引き込まれていき

ふ l ました。彼女らは何と蜘ない町議が誕生したものだほったことでしょう。
それから 20年、このくらしの学習会は水問題から始まって、くらしに関わる様々

豆つ | な問題を、その都度学習してきました。

第が | 重信町で21世紀の町政を託す町長・町議の選挙が行われる時には、 2人の町長候補
司り | にくらしの学習会から質問状を送らせて頂きました。合併をひかえ、次期4年間は今

司り i までにも増して重要な問題がありました。町長候補の方々の考え方及び姿勢を知るこ

心に | とによって少しでも町民の皆さまの選挙に対する関心の向上につながればと言う思
ハと | いからでした。この会は、主に重信町に住んでいる純粋な主婦グループですが生活の
額い | 中で疑問に思ったことや、これはおかしい、変だなと社会のシステムを問うたりする

とすぐ色メガネでみられるのかと情けなく思ったこともありました。

子 2001年(平成 13年)には自然を学ぶきっかけにと、ワークブック「蝶のくる庭」

を会員が出版しました。子ども達にステキな自然に触れさせてあげたいと言う思いが

込められていました。それから 10年経った今、熱心な会員さんによって蝶のくる庭

は増えつつあります。食草や吸蜜植物を分けてあげ、庭に植えることで蝶が訪れる庭

になり、蝶が媒体で観察仲間も増えたようです。

私がお手伝い出来たことは重信中学校へ「総合学習の働く人に学ぶJでお話をさせ

て頂いた時に、「蝶のくる庭」を44名の生徒に 1冊づっ手渡し「この本を持って外へ

出て蝶やトンボを近くで見て、触って、疲れたら本を枕に寝転び大空を眺めなさしリ

と生き物への関心を持たせたことでしょうか。

。奥重信行き

朝9時、酒だる村に集合、主婦集団で時間に制約があるので、デコボコ道を車で行

ける所まで行き、そこから山歩きをスタート。道案内の男性2人を先頭に、特別参加

のドイツ人2人を加え、総勢 12名のパーティとなりました。大変な道で先頭の男性2

人が草を刈り、木を切って丸太2本の橋を作り、どうにか目的地に着きました。廃校

跡・風呂の跡・炭釜跡・水車跡・など、昔、林業が盛んな頃の面影が残っていました。

以前 150人ほどの子ども達がここに通っていたと開いて驚きました。
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今、人間の力でどうする事もできない原発を作って、湯水のように使っていますが、

水車で電力をおこし生活していた時代を思い、便利さと引き換えに我々はどれだけの

ものを失ったか天秤があったら計ってみたいものです。

。蜜ろうそく作り(酒だるにて)

山之内の老夫婦が来て下さって童三之作りを教えて下さいました。

・湯をわかし、蜜を取ったアメのない巣を入れ、ガタガタわかしたら、三之が浮く 0

・竹の筒に穴をあけて、小さい木にくくったコモ糸を芯にして三之を入れる。

-固まったら竹筒を割ってろうそくができる。沢山はとれないけれど昔はちょうちん

に入れて夜道を歩いた。今の懐中電灯の役目をしたそうです。

。出会い塾

子どもと大人とのおしゃべり会で、いろんな職業の人、外国人に逢わせて一人一人

にしゃべらし、親の仕事だけでなく、いろんな仕事があることを幅広く知り、自分が

何をやりたいかを見つけ出して欲しいとの思いでした。新聞記者・獣医さん・建築士 ・

外国人留学生など多くの人との出会いの場を作り、いろんな価値観を知って欲しかっ

たのです。子ども達だけではなく、私達もヒラさんにインド料理や、民族衣装を着せ

てもらって、一緒に楽しませてもらいました。

。三ヶ村泉

今から 200年も前に、水不足を解消するために、 3つの村の人々によって作られ、

濯瓶用水・生活用水。また周囲に植えられたクヌギなどは、薪として利用され大切に

守られてきました。

道後平野を流れる重信川。その周辺には多くの泉があります。水位低下により枯れ

てしまった泉。コンクリートにより整備された泉。今も昔ながらの姿で管理されてい

る三ヶ村泉には、その清らかな水の流れのもとに、実にたくさんの小動物や植物が生

育しており豊かな水辺の生態系を、今に残しています。

「くらしの学習会Jと説明をつけて、三ヶ村泉の絵ノ¥ガキを作り、重信町の各小・

中学校に配布しました。子ども達が私達の町にもこんな素晴らしい所があるのだと気

づき、自然を尊ぴ、自然と遊ぶ心を持ってくれることへの思いもありました。後に三

ヶ村泉は重信八景に加えられました。

くらしの学習会も、今年(平成 24年)で発足 20年、井戸端だよりも 80号を出す

ことになりました。井戸端だよりを読むと 20年間の重信町、合併してからの東温市

の動き、国のくらしに関わる様々な問題などが分ります。又自分の掲載文を読んでみ

ると、そのまま自分の歴史にもなります。転勤などにより活動会員は減りましたが、

東京・宮崎県・高知県など県外からの掲載文も届き、全国に広がったと思えばよいで

しょう。
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余談になりますが、主人が亡くなった翌年、台風で24の養魚池に水がこなくなり、

大きな刺身用の魚や、天の魚を軽トラックや一輪車で運び土に埋めました。疲れと、

主人が魚まで、連れて行ってしまったのかと絶望していた時、くらしの学習会のHリー

ダーから電話があり「おすし・カラ揚げ・サラダが食べたいJと注文、やっとまとも

な食事をすることができました。それも手づくりを持ってきて下さったのです。又道

路の寸断された所からリックを背負って、息子さんを連れて来て魚をすくいあげて下

さったNさん、これらの温かい心にふれて立ち上がることができたのです。

個性豊かで、その上、あたたかさを兼ね備えた女性達と共有の時間をもてた幸せに

感謝します。

(S . M) 

ト・ー.~~~・~~~~~~~日・一内.ーい.~.~~~・ー・

私i己ιコτの学習会
20年前、ある家の台所で主婦が4-5人集まっていつものようにお茶を飲みながら

おしゃべりをしていた。 rooさん、浄水器を買ったんだ、って。何十万もしたそうよ」、
「へえ一、浄水器って必要なの?このあたりの水は危ないの ?J始まりはこんな会話

だ、った。それから「水は健康に直接影響するじゃないの。調べてみようよjとなった。

思いつくままに市役所水道課に行き、水の鑑定人を招き、地下水を湧水を生物環境を

見に行った。今思うと若かったのかなとも思うが、メンバーの好奇心と行動力はかな

りのものだった。

私達のこのような活動を見て「暮らしの学習会は主婦遠の学校だなJと評した人も

いた。その後、私自身はひょんなことから愛媛のいろいろな職業を紹介する本や、蝶

の生態を観察するガイドブックを作る機会に恵まれたが、どちらもひとりではできな

かった。暮らしの学習会の活動の経験が私の背中を押してくれた。もちろん家庭にい

ても視野を広く持ち社会参加している主婦は多くいる。が、私の場合は外にでる練習

ができたと思っている。

現在はヘルパーとして働いているのであまり活動に参加できていないけれど、この

間に出会った人達とのつながりは私にとって大切なものとなっている。これから年を

とって体力気力ともに衰えていくのだろうけれど、できるだけ好奇心と出会いを大切

にしていたいと思う。

(K . K) 
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『持戸躍だよυ80号』ιょせτ

くらしの学習会に参加させて頂き、拙い文章を書かせてもらうようになって 20年

が経過したのだと思うと感慨深いものがあります。『井戸端だより 50号』から今回発

行する 80号迄の 7年半の間もほとんど出席し、色々な体験や講演会、勉強会、県内

外へも出かけ、見聞を広めさせていただきました。この間私自身の事として、私の両

親・主人の両親を 3年ほどの間で見送り、病気の治療をし、一人息子を社会に送り出

し、夫婦二人だけの生活になって 7年になろうとしています。『井戸端だより』の中

には例会報告以外にもプライベートで出かけたことも載せて頂いていて、私の思い出

が詰まっているので読み返すとその時期の事がよみがえってきます。例会時にはいつ

も写真を撮ってくれるメンバーがいて、その写真を上手に組み合わせた物をプリント

アウトしてくださるので、アルバムとして会報と共にファイルし大切にしています。

学習会で出かけた場所での食事処も数多くありますが、お気に入りは来島大橋が見

渡せる海辺のレストラン。外食といえば麺類一辺倒だった主人が、このレストランに

はドライブがてら年 2，-..，.，3回は一緒に出かけてくれるようになりました。ここは、 2

年前宮崎へ引っ越された0さんが今治に居住していた頃に皆で食事をした場所で、私

にとっては0さんの置き土産だと思い大切にしたいお底です。他にも松山市森松にあ

るカジュアルレストランや東温市田窪にある英国風のレストラン等も学習会の皆で

昼食に訪れることの多い食事処で、学習会以外の友人とも食事に行っています。

私個人としてこの 7年の間に「温泉・シネコンデビューJし、夫婦で楽しんでいま

す。ごく最近「パスツアーデ、ビュー」をしました。京都・神戸一泊のツアーで、京都

『大エルミタージュ美術館展』でアンリ・マティスの「赤い部屋J、神戸の『マウリ

ッツハイス美術館展』でヨハネス・ブェルメールの「真珠の耳飾りの少女」を見たく

て夫婦で参加しました。どちらの美術館も素晴らしい物でした。特に「真珠の首飾り

の少女Jの絵の部屋ではー列に並ひやゆっくりと歩きながら鑑賞する状態でしたが、絵

から離れても少女の視線を感じ、列から外れてから何度も角度を変えてじっくり鑑賞

してきました。レンプラント・ファン・レインの作品も 6点あり大満足の時間を過ご

すことができました。

このツアーは美術展入館以外は自由時間の設定だ、ったので、京都市内の観光も楽し

め夕食も京都駅周辺へ出かけ京料理を頂き夜の町を楽しみました。神戸も美術展を含

め6時間自由時間があり晴天だったので、高さ 132m.24階にある神戸市庁舎展望ロ

ビーから神戸の一大パノラマを堪能し、神戸の中心部を見下ろす山の中腹にある神戸

市立布引ハーブ圏へ。ヨーロッパ調の雰囲気が漂う素敵な場所で眺めも素晴らしいの

ですが、その場所に到達するために乗るロープウェイが私にとっては恐怖の時間だ、っ

たのです。真新しいガラス張りの真っ赤で可愛く素敵なゴンドラなのですが、急勾配

をグングン上っていくので、神戸港の景色の広がりや足元の山の深さが全て視覚に入

ってきてゾゾーンとする恐怖感なのです。ですが、圏内は本当に素敵で美しく管理さ
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れていて異空間を楽しむことができる場所でした。昼食を取り圏内を散策し、また恐

怖のロープウェイで下界に無事戻りました。関所恐怖症高所恐怖症ではない方にはお

勧めの場所だと思いますが、私はもう結構です。ツアー車内は静かでしたし、皆さん

時間厳守で快適な「パスツアーデビューj でした。

プライベートでの楽しみもくらしの学習会に楽しく参加できるのも健康が第一。充

実した時間が続くことを願いつつ、これからもどうぞ宜しくお願い致します。

(A' M) 

20隼を毎υ遅3τ

くらしの学習会、 20周年おめでとうございます。口では、さらっと 20年と言える

けど、世界には20年生きられない人がいっぱいいます。食べ物がない人、病気の人、

来日本の大震災大津波で亡くなられた人、第2次世界大戦で命を落とされた人々、こ

の人々の事を思うと、生きるということは無駄に人生を送ることではないと思います。

くらしの学習会のメンバーの方々は、自然を愛し、環境問題に目を向け、見学した

り実体験された事を文にまとめ、『井戸端だより』として 80号迄休まず出し続けられ

ました事に感謝致しております。

私は 13年前、夫の病院通いに便利という事で、東温市に転居して来ました。 20年

前と言うと、私は 58歳、姑が自立出来なくなったので52歳で退職し、姑を看ながら

婦人会に入れて貰い、社会人としての生活をしていました。

今 52歳の長男が 32歳で、やっと結婚し夫婦で、ほっとした年でもありました。長女

は27歳、広島で保母をしながら 23歳で結婚して初孫が2歳でした。娘が共働きだ、っ

たので、度々久万町へ連れて帰り子守りをしました。今は 22歳になりフリーターで

自立しています。娘の家に 22年の聞に、 22歳の孫、高校2年の女の孫、中学2年の

女の孫と 3姉妹に恵まれました。長男の方は結婚も子どもも遅かったので、高校1年、

中学1年、小学5年と 3兄弟で、玄関には27cm以上の靴でいっぱいです。夫亡き後、

6人の孫は私にとっては、何より励みになり癒しになり、助けて貰っています。

その間に、この世を去った人も 6人います。平成4年に姑が 96歳で亡くなりまし

た。熱心なクリスチャンだったので、 24年間一緒に暮らした私には大きな影響があ

り、一人で生きていく道を教えてくれた人でした。次に私の実母が 99歳で平成 20

年に亡くなりました。 7人の子どもに恵まれ、「貧乏人の子沢山Jの諺にある通り大

変な苦労を掛けました。父親が早くに亡くなったので、子育てに、学費に生活費にと、

ありとあらゆる仕事をし苦しさを乗り越えました。途中で小学校4年で弟が病死した
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ので、 6人の子がそれぞれに家を持ち、子どもが生まれる度に「ちょっと来て、ちょ

っと来てJとひっぱりだこ子守りに出産に、留守番にと良く助けてくれました。ひと

言で母の生き様を表すと「老後の幸せは人に尽くしてあるものjと言える様な生き方

でした。途中で姉の夫が病死、妹の夫が交通事故で即死しました。しばらく平穏な生

活でしたが弟が平成21年60歳で肺癌を患い3ヶ月の命であっという聞に苦しみなが

ら死んで逝きました。遊び人でしたので、お金は遊ぶ為にあるものの様に使い、皆に

迷惑を懸けました。

次は夫の死が私の人生を変えてくれました。 2人で築き上げた家であり家庭で、あっ

たが、「さだまさしjの歌のごとく亭主関白で、共働きながら、姑を介護し病弱の夫

を支え、私の人生なんだったんだろうと思う時もありましたが、その中で私は弱い人

への思いやりが育てられたと思います。夫の黒は黒、白は白の生き方は、パートナー

である私は理解できたが、敵もいました。そんな中でも自分を忘れず、婦人会活動に

グ、ループ活動に励み、仕事中には出来なかった、パッチワークやノミン焼きに習字、ピ

アノに投稿と一逓間新しい事に挑戦し続けました。今、残っている作品を出して見る

と、よく頑張ったなあと、その頃の生き生きした姿を豊かな暮らしだったなあと思い

出しています。

今は、思う様に体も動かず、身に付けたことを一つ一つ手放しています。目が悪く

なり細かい仕事は出来なくなり、ピアノの前に座る事はなく物置になっています。唯

一つ残っているのは、文章を書くことだけです。友人は「よく書くなあJと言ってく

れますが、私にとって神様から残してもらった自分へのごほうびだと思っています。

20年前、仕事をやめて自分を励ます物はないだろうかと考えた時、一人で誰にも相

談せず紙とベンさえあれば、自分の思いがいくらでも表現できる嬉しさ、自分で自分

を支えた20年でした。

新老人の会長であられる日野原先生が、毎月出される会報に、 W101歳の誕生日に

rll0歳を目指して頑張りますj又、今迄沢山の方から受け取ったものばかりだ、った

ので、これからは恩恵を返すことに専念します』と記されていました。先生の生き方

に驚きというよりは感動しました。

私はあと 10年を目標に生きようと思います。どんな終わりになるか誰にも分かり

ませんが、その日、その時に自分に出来ることを頑張り、それでも出来なくなった時

は、一つ一つ神様に返して、憾みも、嫉妬もなく、世話になる人に「ありがとうJが

素直に言える可愛いおばあちゃんで終わりたいと思っています。

最後にくらしの学習会に入れてもらって、皆さんの前向きな生き方と行動力、世の

中の動きに常に目を向ける話し合いは、私にとって大切な勉強になっています。

(Sa・K)
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事業主婦ιt.υ地域祉会&かかわコた20年
くらしの学習会に入会して 12年になる。会員や子どもづれの家族20名と共に、当

時の緑化センターで行われた秋のお散歩会への参加が、くらしの学習会との出会いだ

った。

娘が社会人になったのを期に、 13年間パート勤務をしていた会社を退職し専業主

婦となった。さて、何をしよう。雇用保険を貰っていた期間は専ら図書館通い。そこ

で、数年前に発行された『生活文化女性塾活動報告書』の小冊子を見つけた。重信町

の女性20名の名前が連なり、 1年間の活動が記されていた。「地域における男女の共

同参画社会づくりを着実に進める人材の育成を図るJとその目的を示し、先進地視察

研修に湯布院を訪れていた。重信町には素晴らしい女性団体があると、その仲間に入

れて貰ったのが退職した翌年の 1994年。そこに、くらしの学習会のメンバーが数人

いた。女性塾とは視点のちがう女性の集まりで、月 1回の例会を持ち、自分たちで話

し合い計画を立て実行し、 3カ月に 1度発行する会報『井戸端だより』で報告する。

生活に密着している政治の話や、世の中の出来事や日常生活を通して日頃感じている

ことなど文章にして報告する。そんな会に魅力を感じた。

入会して5年足らずの時、『井戸端だより第50号』記念号編集の大役が回ってきた。

この作業をする中で 12年間の充実した活動の内容、また家族を大切にし、料理上手

(年に何回かの一品持ち寄りの例会で披露する)、個性的で自分の考えを持った素晴

らしい女性の集まりだと改めて確信し、仲間に入れて貰えたことに感謝した。

20数年前にさかのぼってみる。平成元年に消費税が導入され、経理の仕事をして

いた当時事務処理が複雑になったことを思いだす。この頃から日本の景気が下降気味

になった。それまでは、私の勤めていた会社は5ヶ年計画で社屋の新築・事業所の拡

大を打ち出し、・福利・厚生部門も充実していた。高知に本社があり四国各県の事業

所から約 300人の従業員が、関西方面や東京へ集合する年1回の国内研修旅行をはじ

めヨーロッパ・アメリカ西海岸方面へ 1週間の海外研修もあった。私も正社員でない

にも拘わらず、「日本が世界に貢献出来る事Jの論文審査に合格し、 10名の中に選ば

れ社長を団長とするアメリカ西海岸研修に参加することができたはじめての海外旅

行だ、った。 50歳の時である。

ロサンゼルス、サンフランシスコの大型スーパーの流通部門の見学をした。ディズ

二一ランド、ハリウッドなどの観光も楽しかった。この当時は、日本は飛ぶ烏を落と

す勢い、アメリカには学ぶものはないなどと豪語しマンハッタンのピルを日本企業が

買っていた時代でもあった。

帰国後、当時事業所長の秘書をしていた関係で『アメリカ研修の報告書J作りを任
された。その頃会社にコンビューターが導入され、文書類は全てワープロでないと受

け付けないという会社の方針で(まだ、パソコンは普及していなかった)必死でマニア

ル本を読んで勉強した。これが今も続いているパソコンを使う事ができる原点になっ
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ている。この頃は、周りはいつも前を向き、活気溢れる時代、そして努力さえすれば

報われる時代だ、った。

さて、 50歳で退職したものの、エネルギーはまだ、十分あった。「女性塾Jrくらし
の学習会Jrアカシアの会Jr女性センターj と地域と繋がりを深め、それぞれのグル
ープ活動を通して、世の中の出来ごとに関心を持ち続けてきた。

この 20年間は、小・中学校の同級会の幹事として 11回の集りを企画し故郷との思

いを繋いできた。何の利害もない幼友達、特に男の子は田畑を走り回り悪いことをし

た幼い頃を誇りに思い自慢する、そんな話が故郷のあんな場所こんな場所を思い起こ

し爆笑する。 18歳で故郷を離れ仕事に大学にとそれぞれの道を選び、それぞれの地

で家族を作り今がある。私達の年代は日本の高度経済成長を支えたという自負を持っ

ている。そんな人たちと顔を合わせ声を聞き、活力を得て、また会いたい思いにから

れ、必ず次会の開催地を決める。宴会の最期は校歌を合唱。

また、 10数名の同級生のメル友との交信でも粋を繋いでいる。週 2""'3田山登りを

する北陸在住の友人からは四季折々の山の写真が届く。ブィリッピンの友からは、ス

キューバダイピングの様子が、また、夫婦や友人と行ってきた海外旅行の様子を、キ

ャンピングカーで日本中を回っている友人からも、健康のため自転車で旧蹟めぐりを

している友からも、家の庭の折々の花を ・・・と、毎日のように楽しい便りが届く。

パソコンが普及し情報社会になった恩恵を楽しんでいる。

また、趣味として続けていた書道。塾の先生

が急逝し、 1つの教室を任されて 8年半、筆を

持つ楽しさを数人と共有している。

来年は6巡回の年女、年齢を重ねると共に

行動範囲が制限されるため、近くで楽しみを

見つけようと、数年前から蝶のくる庭づくり

をはじめた。春先から秋口に飛ぶ数種類の蝶

の仲間にジャコウアゲハが加わった。食草の

ウマノスズクサを育てるのは容易ではない。

この団地の住民になって 32年、時代の移り

変わりと共に少子高齢化が進んでいる。 20年

来団地の入り口で花を育てている。せめて、こ

の花に沢山の蝶が集まって来て欲じい。

花が咲き乱れジャコウアゲハが飛び交う町を

思い描いている。

(8' K) 
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10日例会報告 10/3

会員4名が集まり、 80号記念誌等について、案を一応まとめる。

記念誌は、 50号同様発行する。内容は、 51号から 80号までの会報目次まとめ。

活動風景のカラー写真入り+通常の会報部分活動会員、会に深くかかわってくれた

会員には、それぞれ内容は自由で原稿を書いて貰う。

その他、泉、蝶の写真付きのカレンダーを作る (A4 6か月分2枚仕様とする)。

原稿締め切りは 11月25目。 12初め発行予定

11月6日(火)午後 l時から 林宅の次会例会でさらに内容をつめる。

11日制告報告 11/6 

会員6名が集まり、 80号記念誌等について、さらに詳細を決める。

記念誌は、ちょうど活動開始から 20年になるので、表紙に井戸端だより 20年記念、号

である旨の文言を入れる。 51号の発行年月今回の 80号発行年月を入れる

*カレンダー: 縦型・横型の試作品を検討、横型案に決定し、一部修正をする。

*冊子表紙の試作品の検討: 次回までに更に検討する

*印刷費の見積もり A3冊子(カラー版30部 白黒版 100部)

カラー版カレンダー100部で5万円弱ぐらい。活動会員十 α のみカラー版 賛助会

員は白黒版とする。 20年記念なので、すべてカラー版でも、という考えもあり再度検

討する。(見積もりをとる)

12日餌告報告 12/4.12/11

12月4日(火)午前 10時~林宅 校正

12月 11日(火)午前 10時'" J 11内公民館 文字部分の印刷と製本準備斗製本に回す

f井内の棚田j の風景を求めて

9月26日(水)以前から訪れてみたい場所「井内の棚田Jの風景を求めてメンバ-

4名で出かけました。この日午前 10時から川内公民館で『井戸端だより 79号』の印

刷をし、発送作業を行ってから、井内地区へ。

雲一つ無い秋空の下、県道 210号線を走ること約 20分、既にほとんどの棚田は稲

刈りが終わり農作業をする人の姿は無く、山の自然・道路際に咲くコスモスとひんや

りとした空気が私たちを迎えてくれました。『井戸端だより 77号Jl1月例会報告にも

書かれてある白形さんの「井内の棚田Jの写真や、テレビや新聞記事などで見た赤そ

ばの花咲く風景にずっと出会ってみたかったので、今回訪れる事ができ、嬉しい日と

なりました。
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昼食を予約していた農家レストランへ。春は桜、 4月中旬""'5月上旬には 20余年に

わたり育てて来た棚田 20r-に約 60種 3000本のぼたん 6月には約40種の山アジサ
イ、夏は棚田の瑞々しい景色、秋の赤そばの花や紅葉、冬には冬枯れの風景・

いつ来ても楽しめる所です。四季折々の花々が至る所にあり、この日も入り口で赤萩

の花が出迎えてくれました。通されたのは茅葺き屋根の古民家で囲炉裏を囲んでの食

事となりました。炭火を前に熱さを感じながらも、室内全体の空気や外からの山のひ

んやりとした空気が流れてきて心地好く感じられます。炭の香りをまといじっくり焼

けた歯応えのある「地鶏の炭火焼き」をハーフーしながら頬張り味わった後、ご主人

が打った自家栽培の赤そば(品種は高嶺ルビー、こしが強く喉越しの良い健康食品)

の冷たい蕎麦が先ほどまでの熱さを押さえてくれました(この日私たちが頂いた蕎麦

が去年収穫した最後の赤そばで、新蕎麦の時期 12月までは提供できないそうなので

本当にラッキーでした)お庖オリジナルのデザートを頂き、大満足の昼食でした。別

棟の売庖兼バーベキューコーナーでオリジナル商品(ブルーペリーコンブイチュー

ル・どぶろくジャム・もち麦スコーン等)をおみやげに購入。少し上った場所にある

赤そばの棚田をご主人が案内してくださる事に。

ご主人の話では、この地は肉牛を育てる農家が多かったが牛肉の自由化によって生

計が成り立たなくなり離農する家が増えたそうですが、東温市が「国のどぶろく特区J

認定を受け、美味しい棚田米と清水を原料に丹精込めて作った「どぶろく jや県内で

も珍しい赤そばを栽培し手打ち蕎麦を提供し、地域の活性化を繋げていく元気な農家

の人々の熱意がこの地に人を呼び込み、広く知られる様になったのでしょうか。赤蕎

麦についても尋ねてみました。赤蕎麦の実は普通の蕎麦の実よりも小さい為、蕎麦粉

にできる量は少なく、 1kgの蕎麦の実から 500g程度しか取れず、その一番粉しか提供

している蕎麦には使わないそうです。先ほどの頂いたこだわりの蕎麦は、香りがほん

のり感じられしっかりとした歯応えで美味しかったので、すが、新蕎麦時期の物も頂い

てみたい衝動に駆られてしまいました。既に棚田にはほんのりピンクの花が咲いてい

ましたが、棚田一面に赤い花を咲かせるのは 7""10日後になるそうです。その頃にも

う一度訪れたいと思いました。井内までの途中に能舞台を作り活動している「清里家J

にも興味があり、立ち寄りましたが残念ながらお留守でした。

その後、骨折のため入院中のMさんのお見舞いに病院へ。 2階の病室へ行く階段か

らMさんらしき声が。入院患者さんのためのサロンスペースにMさん発見。麻の葉柄

のピンクの作務衣風の室内着がよく似合っていて元気そうで、杖をついてはいますが

しっかりした足取りで安心しました。 Mさんの病室で、写真を撮ったり、退院後につい

ての話しなどをしていると親戚 0さんも来られて賑やかな時間となりました。(他室

の患者さんにご迷惑をかけたかも?)元気な様子に安堵した私達は4時に用事のある

Tさんと一緒に病室を後にし、それぞれ帰路につきました。

後日、 10月6日、井内は初めての主人と赤そばの花を見に井内を訪れました。この日

もいい天気、ひんやりとした空気とのどかな景色を主人と共に満喫してきました。

赤そばの花はルビー色に色付き風に揺れていました。 (A'M) 
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この頃の自然な暮らし初体験

~だし醤油，梅干し，味噌づくり~

日々，人工物の害に悩まされているアレルギー&アトピ一体質の私は，自然な暮ら

しに居心地の良さを感じている。有機栽培の玄米や野菜，添加物のない食材を選ぶと

ともに，衣類は綿や羊毛などの天然繊維を中心に，住まいは木造で，なんとか落ち着

いて暮らせている。ストレスも体には悪いから，多少不義理をしてものんびりペース

で過ごしている。

そんな中で始めた保存食づくりは少しずつ種類が増えてきた。とはいえ，長い間，

梅シロップに梅酒，各種のジャム，干し柿など手軽なものがほとんどであった。そこ

に，この頃はだし醤油と梅干し，味噌が加わったo

だし醤油づくりは，鰹節を削ることから始まる。我が家はおいしさ優先で，鰹節削

り器を使っている。鰹節削りは私の子どもの頃の朝の仕事でもあったから，懐かしさ

もあって，音も楽しみながらの作業である。削り節ができたら，鍋に入れ，昆布，干

し椎茸，醤油，みりん，酒を加えてしばらくおき，煮込むだけ。このだし醤油があれ

ば，夏場の素麺はいつでもオッケーだし，煮物も汁物も大体間に合う。まさに主婦の

見方ともいうべきものなのである。その上，だしを取った後の昆布，干し椎茸，鰹節

を刻んで水を加えて煮込めば，おいしい佃煮になるというオマケっきだ。

昔ながらの方法だから，今さら何をーとお感じになる方も多いかもしれないけれど，

私たちの世代ではだしはパックに入った頼粒が主流で，何からできているか実感はな

いという人が少なくない。私自身も，長いことそう思って暮らしてきて，ある時ふと

居心地の悪さを感じて変わってきた。多くの人が仲間になってくれたらいいなと思う。

梅干しは今年初めてつくってみた。本を見ながらだったのに，間抜けな私は赤紫蘇

を入れるタイミングを間違えて白梅干しになってしまった。けれども，これが怪我の

功名でおいしかった。今まで梅干しはあまり好きじゃないなと思っていたのは，赤紫

蘇が苦手だったからだと気づかされた。でも，赤紫蘇ジュースは好きだから，梅と赤

紫蘇の組み合わせが私に合わないのかもしれない。ともかく，これほど梅の使用頻度

が高いのだ、から庭に梅の木を植えよう。早くしないと梅の実がならないうちに死んで

しまう!と一人こっそり焦っτいる。

そして，味噌づくりは1年になった。冷蔵庫に入る分だけ少しずつ仕込むから，こ

れまでに4回仕込んだ。 4度目の味噌がそろそろできる。いずれも大豆と米麹の大豆

味噌で，関東育ちの夫と私の口には合うのだけれど，愛媛の麦味噌育ちの子どもたち

には今ひとつのようだ。そんなわけで，今月は麦味噌づくりをしてみることにした。

おいしくなあれと祈りながら待つ時間がたまらなく愛しい。

次は何をつくろうか。しばらく休んでいるぬか漬けを再開したいし，キムチもつく

ってみたい。そうそう，保存食ではないけれど，館づくりにも慣れてきたから鰻頭も

いいし，調味料のソースやケチャップもつくってみたい。マヨネーズを日々手づくり

するのもいい。おいしいものは笑顔につながる。みんな，笑顔になあれ (T• S) 
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父に会いたい

「振り返ってみれば、人生は短いj亡くなる数日前に、父が私に告げた言葉です。最

近、本当にそうだと感じるときがあります。夫の年齢も、父が亡くなった年までに

10年を切り、やはり、父は若かったのだと改めて感じさせられます。私も、後 13年

で、父が亡くなった年になります。

-
つ
レ
一
埠
旨
ス

重い病だとわかった 1年は、毎日、父に会い、話し、母の作ったご飯を食べる父を

見ながら、時には笑って過ごしました。亡くなった後は、父の最期の言葉に支えられ

て、私は、前だけを見ながら歩いてこられました。「思い残すことは何もない。精一

杯の事はしてきた。いい人生だった」そう言い遺しました。近所の人が、葬儀の数日

後に、「お父さんは本当に優しい人だったよj と言ってくれましたが、そういう風に

思っていてくれたのかと初めてわかりました。父の葬儀の後、知らなかったと言って、

お悔やみにきて頂いた父の同級生を、先日、市内の病院でみかけました。父の遺影の

前で号泣してくれたお顔に見覚えがあり、 f-......の娘ですJと言って、少し、話しまし

たが、車いすに座ったご様子から、体調も良くないようでした。後日、母から、「声

をかけてくれて嬉しかったそうよj と聞いて、良かったのだろうかと不安でしたが、

安心しました。

ヨ
h

v
」

削

さ

干

，れ

iの

i節

私は、子供のころは、そんなに、父の愛情を感じてはいませんでした。むしろ、怖

かったような気がします。結婚し、子供を持ち、家族が増えるにつれて、何も不安が

ない子ども時代だったと感じずにはいられないようになりました。賛沢はできない生

活でも、安心感を持って生活をしていたように思います。

しど，

tな

pと

早う。

父が亡くなって、 13年が過ぎました。いない生活が当たり前になり、一人で暮ら

す母の家に出向く回数が少なくなっていますが、母は気ままな一人暮らしを愉しんで

いるようです。時には体調を崩しますが、父が遺した「頼むぞJという責任は、満点

ではありませんが、まあまあ及第点ではないでしょうか。

蘇

の

紫

赤

度

で

需
主
い
が
と
頃
ん

「でも、お父さん。今の私は、お父さんに会いたい。寂しいときがある。会って、

話したい。私の気持ちを聞いてもらいたい。亡くなった人が夢に出てくるって聞いた

ことがあるけど、一度もきてくれないね。お父さんが行った大連から来ている中国人

に、今年は何人も会ったよ。中国人は優しかったと言っていたよね。感謝の気持ちを、

ちゃんと、私が伝えるからね。それから、亡くなった年に、しまなみ海道に行ったよ

ね。向こうで友達に話すから見ておきたいって言って。今ね、私の家の周りが大規模

な宅地開発をしているよ。町が変わるけど、愛大病院ができたときのように発展して

いくといいね。どうなるのかわからないけど、私も魅力的な街になるように協力した

いと思っている。どう変わったのか、今度、会った時に話すねJ

(M' T) 
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イノシシと知恵比べ ~中島より~

今年は、みかんが裏年でとても少なく、その上、島は雨が極端に少なく、とても小

さいです。松山に雨が降っても、こちらではポツリともなし、台風が近づいても雨量

は10ミリ程度。雨が少ない方が味は良いのですが、それにしても少なすぎ・・・こ

こは砂漠かしらと嘆いていました。 10月に2回ほど、 20ミリ程度の雨が降り、やっ

ぱりまだお天道様は見捨ててなかったんだと、ホッと一安心したところです。温州み

かんは、早生は昨年の半分くらいはあるかと思いますが、中生、普通温州は見事にあ

りません。それ以降の品種は、少ないですがなっています。

中島はイノシシが増えて、大変な被害が出ています。日中に、県道を堂々と歩いた

り、 5、6頭の群れで作物を荒らしたりしています。色々と対策をしていますが、増え

る一方・・・イノシシにとって、島は天国らしいです。

愛大の先生が赤外線カメラを設置して、生態調査をしてくれていますが、こんなに

人間を恐れないイノシシは初めてらしいです。猟師や猟犬に追われることもなく、畏

や濫で捕まえても、増える方が多い。イノシシの出産についても、興味深いお話を聞

きました。イノシシは普通、年に一度、春に出産するそうです。お乳が8個あり、最

大8頭産めるのですが、大体5'""-'6頭産んで、自然淘汰され、 2頭ぐらいが生き残る

のが普通だそうです。ウリ坊は、お母さんのおっぱいが決まっていて、授乳している

おっぱいは大きいので、その様子から育てているウリ坊の数がわかるのです。授乳中

に、もし、ウリ坊が捕まえられたり、いなくなったりすると、お乳が張った状態なの

で、またすぐに妊娠することがあるそうです。

ところが、中島の場合、4--5頭連れている様子が赤外線カメラに多く映っています。

これは、子育ての環境が良くて、ほとんど、元気に育っていることを示しています。

温暖で、餌もあり、外敵もいない、イノシシにとって最高の場所かも知れません。年

中ウリ坊を見るような気がします。 10月初めの朝、我が家の近くでウリ坊を4頭捕ま

えました。捕まえたのは良いのですが、またすぐ子どもを産むかと思うと、ぞっとし

ます。捕まえるよりも、増える方が多いので深刻です。

イノシシは、山の方の安全な場所で、土を平らにして、土の上に草などを敷いて出

産するそうです。愛大の先生から、その話を聞いて、 「あれは、それだったのか!J 

と思い当たる人がたくさんいました。我が家の伊予かん畑にもありました。それが結

構、皇に近いのです。もう一つ興味深いのが、赤ちゃんのメスが、 1年たって出産で

きるようになると自分が生まれた場所の近くで出産するそうです。だんだんとイノシ

シが増えて近づいてくるのをヒシヒシと感じます。被害がますますひどくなり、皆が

色々と考え、様々な対策をしていますがイノシシと人間の知恵比べです。人が集まる

と、イノシシ談議。人間も、イノシシに負けないで、、生きていく力を発揮したいもの

です。いつも、異常気象やら、鳥獣害やら嘆いてばかりですが、やっぱりそれに負け

ずきちんと仕事をすることが大事ですね。反省しきりです。 (K• y) 
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雑感

我家の庭でも、立冬当日に、冬の到来を告げると言われている、ツワブキの花が咲

き始めました。

あれだけ群れを成して飛んでいたトンボ達の姿もめっきり少なくなりました。

ボたちのお蔭で、この夏、殆ど蚊に刺されることがありませんでした。

今は、小春日和の昼下がり、小さな赤トンボが池の傍の石の上で日向ぼっこをしてい

る姿を、たまに見かける位です。

池ではゲンゴロウが数を増し、数少ないヤゴを襲っていました。悲しい光景ですが

自然の摂理なのでしょう。メダカたちにも被害が出ているのかもしれませんが、メダ

カたちは次々に順調に増えています。

華やかなアゲハチョウたちに代わって、夏の頃より色濃くなったツマグロヒョウモ

ンやタテハモドキがツワブキの花に集っています。たまに、窓辺にとまっているタテ

ハモドキはお面をかぶった小人が覗いている様に見えて、思わず吹き出してしまいま

す。

イヌザンショウやカラスザンショウの枝に無数に居たナミアゲハの幼虫たちは、葉

を食べ尽くすと姿を消してしまいました。何処かで、無事に婦になってくれていると良

いのですが ・・。鎖模様の髪飾りに白いハート柄ソックスの愛矯のある可愛さは、見

るのが楽しみで時聞が経つのを忘れました。もう少しよく見ょうと思って枝を動かす

と、怒って頭にオレンジ色のリボンを出して腕んでいました。

スイカズラやテイカカズラの実は既に烏たちに食べ尽くされ、今は椿の濃い緑の葉

陰でサネカズラの紅い実がひときわ鮮やかで目を惹きます。

葉を落とした木々ではモズが早賛作りに懸命です。真剣に方向を見定めて獲物を枝

先に刺し、別の枝で、鳴を拭っている姿は、いかにも満足そうです。

暫く前から毎日やって来るようになったジョウピタキは何故か車が大好きで、何時

もサイドミラーややねにとまり、遂には窓枠から車内を覗いています。いったい何に

興味魅かれたのでしょう。

裏の木立からは夏にも増して様々な鳥たちの嶋りが聞こえてきます。夏より種類も

増え、構り方も護雑で、鋭い声が混じるようになりました。

トン

「あなたは誰?Jは続きます。

日毎に寒さが増し、毎日のように霜注意報が出される様になった頃、我が家は綾の

住人になって丁度2年になりました。 3年目の初日は地区の文化祭でした。イチョウ

の大木から作ったえ且板を手に入れました。地区の公民館の庭に有ったイチョウです。

落ち葉が近隣に迷惑をかけるということで今年切り倒されました。記念に大切にしよ

うと思っています。

何時までも、私の

/ 
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本格的な冬も間近な 11月 14日夕方の党首討論で野田総理は 16日に衆議院の解散

を言及し、その後、 12月4日公示、 12月 16日総選挙、と決定されました。かねてよ

り解散を求めていた野党に対して、総理が夏の盛りの8月8日、谷垣前自民党総裁と

の党首討論で「近いうちに国民に信を問うJと発言してから 100目、国会は完全に機

能不全に陥ってしまいました。国会も開かれず、国を挙げて、ただただ、「近いうち

に、とは何時なのか」に終始してしまった3か月間でした。哀しくなりました。即刻

やらなくてはならないことが山積しているのに、です。東日本大震災から 1年8ヶ月

も経った今も、復興予算の流用が報じられ、復旧すら憧ならず、未だ避難所暮らしを

余儀なくされている方もいらっしゃるのです。福島第一原発による人災に限っても、

く事故現場での作業従事者の被曝線量隠し>、く昨年 12月 16日に早すぎる収束宣言

を出したばかりに、それ以降の福島第一原発での作業員は f緊急作業従事者」とは認

められないことになり、癌の無料検診の対象者から除外〉、く溜まり続ける除染後の

特定廃棄物〉、くまだまだ安定しているとは言い難い福島第一原発〉、などの状況を

聞くにつけても、総選挙に掛ける財源も時間も惜しいと思えてなりません。揚げ足取

りをする暇があったら党利党略を超えて、お互い知恵を絞るべきです。真の政治家で

あるならば、そうするべきでしょう。

おまけに、最高裁大法廷は2009年8月の衆院選、 2010年7月の参院選ともに、一

票の格差が大きすぎるとして違憲判決を出しています。今回の選挙では一応議員数を

5議席減らすだけで、元の定数配分のまま、お茶を濁そうとしています。区割り作業

には3ヶ月ほど必要で今回の選挙には間に合わないというのが、その理由です。空転

していた3ヶ月。大切な私達の 1票に託した想いは、置き去りにされたまま、選挙戦

に突入してしまいました。 14もの政党が名乗りを挙げています。既成政党への失望と

不信の表れでしょうか。

私は、①これからの原発との向き合い方、②憲法9条の堅持、③偏り過ぎている沖

縄の負担、④社会保障と税の在り方、⑤自然の一員として、人間らしく生きることが

出来る社会の在り方、についての各政党の真剣さを知りたいと d思っています。

①原発問題:停止していても危険が無いとは言えないから、安全基準を高めた上

で、既存の原発は再稼働して使い続けた方が良い、という意見もあります。しかし、

原発を使い続けるということは未だ最終処分の方法が確立していない、とてつもなく

危険性の高い、高レベル放射性廃棄物を産み出し続けることです。高レベル放射性廃

棄物は半減期を繰り返しながら安全な状態になるのに 100000年も掛かると言われて

います。フィンランドのオンカロは世界で唯一最終処分場として作られた施設です。

そのオンカロでさえ問題が有る、とされています。 100000年があまりにも長い歳月な

ので、何が起こるか想定できないから、とのことです。 1000000年、想像もつきませ

ん。ちなみに、今から 1000000年前は中期旧石器時代、ネアンデルタール人の世界で、

した。そう考えると、私達は、原発を手放す決断をするべきだと思わざるを得ません。

科学の粋を傾注して高レベル放射性廃棄物の最終処分の方法を考えなくてはならな

いと考えます。既に、日本国内の中間貯蔵施設は限界に近づいています。

34 



原発はクリーンで安価である、というのは本当なのでしょうか。今回の事故では甚

大な放射能汚染を引き起こしましたし、膨大な税が投入されてもなお終息出来ていま

せん。私には、クリーンでも、安価で、もないとしか思えません。再稼働させてしまっ

た大飯原発は即刻停止させ、停止中の原発が暴走しない為の安全基準を高め、高レベ

ノレ放射性廃棄物の最終処分の方法が確立した後に原発の利用を考えても遅くないと

考えます。勿論、原発を輸出することなどは厳に慎むべきです。

②憲法9条の堅持:現在、世界中で争いが起きています。それぞれの正義がぶつか

ることもあるでしょうし、後ろ盾となって支援している国の思惑が絡んでいることも

あるでしょう。しかし、武力による制圧は真の解決にはなりません。恨みが残るだけ

です。日本は、これからも絶対に武力行使を行う国になってはならないと考えますし、

他国の武力に頼るべきではないとも考えます。武力を持たない、使わない、日本なら、

世界中の国が平和裏に共存するための役割を担うことが出来ると信じたいのです。

オランダ南部のパールレ・ナッサウ村には 22ものベルギーの飛び地(パールレ・

ヘルトフ村)が有り、建物が両国をまたぐ場合も珍しくないと言います。この村も第

一次、第二次、両大戦以前は、国境をめぐる長く、悲しい歴史が有り、特に両大戦中

は悲惨を極めたと言います。しかし、両大戦後、愚かさに気づき、緩やかで平和な国

境に変貌させたそうです。その結果、国境妨衛に費やしていた膨大な財源を社会保障

に振り向けたことで、福祉社会の礎石を築くことが出来たそうです。素晴らしいこと

です。

世界中から国防費が無駄で、、不要になる、そんな日を夢見ています。

③偏り過ぎている沖縄の負担:r最低でも県外j との言葉から 3年余。沖縄の負担
は減ることはなく、オスプレイまで配備されました。今まで、、同じ日本国民でありな

がら、どこか遠くのこと、として真剣に考えることが少なかった私たち自身も反省し

なければなりません。オスプレイが配備され、日本中の空で訓練飛行されることにな

ったことは、基地問題を我が事として考えるきっかけになるかもしれません。

米兵による事件も後を絶ちません。犯罪は憎むべきことですが、加害者である米兵

もまた、“戦争"の被害者であるとも言えると思うのです。命のやり取りが日常的な

戦場に出向く、何とか命長らえて帰還した、そんな人の精神状態は、私達には測り知

れないものが有るに違いありません。

世界中から基地が無くなる日を切望します。

④社会保障と税の在り方:社会保障と税を一体で改革することには賛成です。しか

し、まだまだ踏み込む余地は有りそうです。

年金は現役世代が高齢者を支えるもの、として理解していましたが、年金制度を抜

本的に改革し、豊かな高齢者に対する減額は、今まで、保険料を払った人に申し訳ない、

等の意見を耳にすると、“?"と思ってしまいます。保険料を払わない、のではなく

払えなかった人まで無年金になり、厚生年金や、共済年金、企業年金などは現役時代

の所得によって年金受給額が変わる、という制度そのものが格差を固定化することに

繋がると思います。また、悲しいことですが、生活保護費が、給与や年金受給額より
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多い場合もあるという歪みから、不正に生活保護費を受け取る人も居ると聞きます。

老いても豊かな人は居ますし、若くても困窮している人は居ます。年金と生活保護と

の枠組みを外して生活保障費として一体化できないものでしょうか。高齢者総てが年

金を必要としているとは思えません。原資は保険料ではなく、税で賄うのが妥当と考

えます。弱い立場になることを恐れずに生活できる安心感こそが必要だと思うのです。

⑤自然の一員として、人間らしく生きていくことが出来る社会:人間は自然の一部

にしか過ぎない、こんな当たり前のことを忘れてしまっています。人間の為なら、何

をしても良い、その結果、その時、その時の経済事情によって、乱獲、放置が繰り返

され、多くの自然が破壊されて来ました。遊びの為にさえ、ためらいもなく木々を切

り倒し、山を削り、海岸の形まで変えてしまいます。その一方で、絶滅が危倶される

と、徹底的な保護活動が始まります。極端です。こんな極端さが人聞から人間らしさ

を失わせ、疲弊させているのかもしれません。

現在注目の、 iPS細胞(人工多機能性幹細胞)の開発とシエールガス掘削。科学

や技術の進歩に人間がついていけない危うさを感じてなりません。 iPS細胞に関し

ては扱う人間の倫理観がもっと、もっと成熟しなければ、と思いますし、頁岩に存在

するガスを取り出すために、地底深くの岩盤層に傷をつける事を畏れます。両者とも

に、まだまだ人間が扱える領域では無い、と患えてしまうのです。

もっと便利に、もっと安価に、もっと快適に。人間の欲望は尽きることは有りませ

ん。

いまや庖舗には日常的に、日本中、世界中の品々が並びます。温室効果ガスをまき

散らしながら、飛行機で、船で、車で、運んできた品物です。それなのに、安易に捨

てられる物も多いのが現状です。

飽くなき探究心による研究の結果、現在、私達は信じられないほどの恩恵を受けて

います。しかし、もう、そろそろ満足しても良い時期が来ている様な気がしてなりま

せん。今、現在の恩恵に感謝し、充足させる時だと思います。身近な自然に程良く入

り込み、手を入れ、恵みを頂く、そんな生活が成り立つ社会を願っています。自分の

足で歩くことが出来る範囲で、必要最低限の生活が完結できる社会こそが人間らしく

生きていける社会だと思います。

私が現在住んでいる綾町を中心とする照葉樹林帯は今年 7月ユネスコエコパーク

(人間と生物圏計画MAs-Manand Biosphereの愛称)に登録されました。エコパーク

は自然環境保全の為の原則立ち入りが禁止されている核心地域、環境教育や観光に利

用できる緩衝地域、人々が持続的な暮らしを営む移行地域から成り立っています。我

が家は移行地域と緩衝地域の境界近くに有ります。そのため、勿体無いくらいの自然

に恵まれていますが、車が無くては生活を成り立たせるのは困難です。中心部の大型

庖舗、車の普及のせいか、閉屈した商庖が目立ちます。個人商庖も、自然も、一度失

われると取り戻すのは至難の業です。

せめて自然は大切にしたいと思います。戦後植樹した針葉樹が育ってきたにも拘ら

ず、林業の衰退で放置されている所もあり、山体崩落を危倶する人もいます。“てる
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はの森の会(綾の照葉樹林プロジェクト推進協議会)"が中心となり間伐ボランテイ

アなどが、針葉樹を伐採し、もとの照葉樹の森の復元を試みる他、町は、町内産の木

材を使った建築には補助を出す、などの努力を重ねています。今年の間伐は、綾中学

の生徒たちがボランティアで参加しました。中学生のころから地元の自然に馴染むこ

とは素晴らしいことだと思います。

今から 50年近くも前に、森を宝と見抜き、国の伐採計画から死守された郷田実前

町長の英断には敬服しますし、現在、地道に啓蒙活動を続けておられる、河野耕三さ

んは常に穏やかで素晴らしい方です。

宮崎県北西部の西臼杵郡五ヶ瀬町には全国で最初に出来た公立の中高一貫校があ

ります。全寮制で「自然を学び、自然に学ぶJプログラムが有り、町内の家庭でホー

ムステイをし、親や親戚とは違う大人達と寝食を共にし、価値観の多様性を体感して

います。地元の様々な伝統や文化から自分で見つけたテーマを調べるなど、体験と探

究に取り組み、自立を自然の中から身に付けさせているそうです。このブオレストピ

ア学習は高く評価され、この学習に憧れて県内全域から生徒が集まっていると言いま

す。

宮崎県中央部の児湯郡の木城町の森の中には“えほんの郷"としづ体験型の文化発

信施設があり、自然と触れ合う様々な催しを通して子供だけでなく大人の心を豊かに

する取り組みをしていると言います。

何れも直ぐには結果は出ませんが、子供たちにとって最大の環境である大人たちの

一歩が子供を幸せに導くのだと感じています。

11月 24日、早朝とお昼前、二度も宮城県で震度4の地震が有りました。前日、丁

度宮城県で開催されている関誌杯フィギュアスケートのショートプログラムで宮城県

出身の羽生結弦選手が高得点でトップにたっていました。フリー直前のかなり大きな

地震。恐怖の想い出が更生ったのではなし、かと心配でした。後半、疲れからかミスも有

りましたが、首位を守り切った彼の滑りは震災からの復興への祈りのように見えまし

た。

一日も早く、東北が元の豊かさを取り戻すことが出来ます様に。

そんな思いを叶えてくれるように、 25日、アサギマダラが我家の庭にやって来てく

れました。昨年、接競馬に行く途中、山茶花の蜜を吸うアサギマダラを沢山見かけま

した。今年も期待して出かけましたが、残念ながら出会えませんでした。

今年はもう駄目かも、と諦めていましたが、今朝、ピックリするほど大きくて鮮や

かなアサギマダラが綾南川の方角から潤んできてくれました。イ可か良いことが有りそ

うです。
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愛媛新聞より
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ご無沙汰しています。皆さまお元気ですか。高知もずいぶん寒くなってきました。

今年は紅葉がきれいですね。忙しさの中で、時々日の光に輝くもみじの色の鮮やかさ

に心を奪われます。

先日、講演を頼まれて仙台の東北文化大学に行ってきました。講演のテーマは f最

新の自閉症児の超早期療育モデ、ルの紹介j です。いの町で 2，3年前から試行してい

るアメリカの UCLAMIND Insti tuteのEarlyStart Denver Model (ESDM)について、

実際に私が子どものセラピーをしている場面のビデオを見せながら概略を紹介しま

した。 1歳台からの自閉症児のための療育として高い評価を得ているこのESDMの

考え方と具体的手法は、聴衆である大学関係者、幼保の先生方、父兄に刺激的だった

ようで、とても好評でした。私自身今 63歳でいつ引退しょうかなどと考えたりする

昨今でしたが、もっと頑張らなくてはと勇気をもらって来ました。

仙台では、お願いして名取川の河口の被災地にも行ってきました。映像で見るより

ずっと広い範囲が一面茶色の世界でした。がれきは片付けられていましたが、家々が

建っていたであろう敷地を示すコンクリートの枠があちこちに見え、津波が押し寄せ

るまでそこに町があり、にぎやかな人々の暮らしがあったと思うと何とも言えない気

持ちになりました。

3. 1 1福島原発事故以来、私は居ても立っても居られない気持ちで、高知で原発

に反対する運動を再開しました。2011年4月には高知の仲間とともにグリーン市民ネ

ットワーク高知を立ち上げ、デモ、講演会、勉強会、映画会と考えられることは何で

もやろうと、遮二無二活動してきました。人々の反応は以前と異なり、好意的な人が

増えています。 3. 1 1から積極的に活動し始めている人も多く、また福島や関東方

面から避難してきた人たちも、意識が高く素敵な人たちで、新たな輸が広がりつつあ

ります。

とはいえ、今の状況は、特に福島に対する対応や政治状況は必ずしも明るいとはい

えず、むしろ絶望的に感じられます。未だ福島原発は放射能を垂れ流し続けています

し、いつ何時4号炉が倒れ、使用済み核燃料が爆発するか分らず、メノレトスルーして

いる核燃料が地下水と反応して水蒸気爆発するかもしれないなど様々な不確定要素

があります。決して収束などしていません。そして何より気がかりなのは、福島県お

よび周辺では放射線管理区域に相当する高い放射能が存在する中で400万人の人が避

難もできず暮らしている。中には多くの子どももいるのに。それらを考えただけでも、

早く原発はもう止めなきゃと思います。でも、どうもお金の亡者達は、放射能は見え

ないことを良いことに、もう原発事故はなかったものとして、原発をまた動かしてい

きたいのでしょう。これまで、広島・長崎、ビキニ、劣化ウラン弾、チェルノブイリ

などなど多くのヒパクシャを生んできた事実を過小評価し、内部被曝の事実を無視し

て、核と原発を推進してきたように。
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こんな事を考えると、毎日憂欝になりますが、こんな時に、福島の武藤類子さんの

ことばを思い出し、気を取り直します。「原発をなお進めようとするカが垂直にそび

える壁ならば、かぎりなく横に広がり、つながりつづけていくことが、私たちの力で

す」、「私たち一人一人の背負って行かなくてはならない荷物が途方もなく重く、道の

りがどんなに過酷で、あっても、目をそらさずに支え合い、軽やかにほがらかに生きの

びていきましょうん

今日は、山の畑に行って、大根の間引きをしてきました。山の晩秋の午後のひとと

きは、かけがえのない時間でした。また明日は講演。原稿の締め切りがあと 2つ。今

週末の共同購入の会「土といのち」の臨時総会の資料作り、日本地域経済学会のシン

ポジウムの発表準備と日常の忙しさは切れ目無く続きます。またあしたも元気にがん

ばろうっと!

2012年 11月25日

ー，

高知県いの町丸井美恵子

-、-
:;;;:;:ヨ乙一一.---'
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くご編集後記で〉

2012年 1月の総会で、 1年間の活動計画を立てた。「今年暮れの 12月

発行の『井戸端だより』は80号になるね。という事は丸20年続いている

ことになるよね。 80号記念誌を出そう。泉と蝶の写真を入れたカレンダー

も作りたいねJと、全員一致。このプロジェクトが動き出したのは 10月

に入ってから。 50号記念誌を参考にしながら、具体的に内容を決める。

写真部分のコピーと製本の糊づけは業者に頼み、その他は全て手づくりに

する。

11名の会員から 12編の原稿、記念号にふさわしい沢山の原稿が集まっ

た。私自身も 20数年を振り返るいい機会でもあった。

皆で協力して、出来あがった『井戸端だより 80号』、特に、カレンダー

はパソコンで写真加工ができる綾町在住のOさんに依頼した。撮りためた

写真を CDに入れて送りその中から選んでもらう。しかし、 OさんのPDF

で作成したカレンダーは、私方にそのソフトが入っていないため開けるこ

とはできても、皆の意見を取り入れた修正ができず、何度もメールでやり

取りをしお互い苦労した。遠くにいても喜んで編集作業に参加してくれた

Oさんに感謝です。

カレンダーは記念誌と一緒に皆さんにお届け致します。

20年前はと言うと、ちょうど息子が大学院を卒業した頃。各社から来た

求人誌は段ボーノレ箱一杯になるほどだった。今は、働く意思があっても、

働く場所のない就職難。そして少子高齢化社会。我が家も夫婦で2人の子

どもに、孫は 1人。今まさに少子高齢家族になってしまった。先日の同級

会で「子ども 4人に、孫が 14人います」の話にみな拍手した。

10月には、東温市の市長・市議会議員の顔ぶれが決まった。圏内では乱

立する政党がしのぎを削る衆議院議員選挙の真最中。 80号が皆さんのお手

元に届くころには新しい国会議員が決まっている。私利私欲にとらわれる

ことなく、せめて、将来を託す子ども達に、恥ずかしくない行動を示して

欲しい。

尚、表紙の虹の写真は、 2011.8.13午後5時 53分志津川団地から撮影し

たもの。自の前に現れた 180度の 2重の虹を見つけ、急いでデジカメで撮

エム 影。あまりにも近すぎて 1枚に収めきれなかった。 3枚の合成写真になっ

てしまって残念。

皆さま 良いお年をお迎え下さい。

(8' K) 
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くらしの学習会では、随時会員を募集しています。

活動会員 2，000円/年 購読会員 1，000円/年

振込先口座番号(郵便局) くらしの学習会01610・5・21026

問合せ先 TEL/FAX 089・964・6956

E-m出l:kt・hay槌 hi@凶武，y.com
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